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研究成果の概要 

 

2023年度の研究においては、意思決定と感染症疫学との融合研究に関する分析的研究及び

データ収集について本格的な研究活動をスタートさせた。具体的には、呼吸器感染を引き起こしう

る接触（会話による接触パターンデータ）と、性感染を引き起こしうる接触（性行動・パートナーデー

タ）の 2つのタイプの接触データについて、調査手法の開発や実地調査を順次進めている。また

意思決定モデリングに関する研究の柱の一つであるワクチン接種意思決定については、既存デー

タを用いて過程においてどのようにワクチン接種行動が決定されているかを分析する研究を遂行

中である。さらに、昨年度より研究計画の一部として加えているエムポックスに関しては、昨年度に

プレプリントとして公開した各国の流行収束に関する研究 1)及び日本での流行に関するレター2)が

それぞれ国際誌に掲載された。さらに新たに複数の研究（2022年の世界的エムポックス流行開始

後、半年間における各国への流行到達パターンを説明するモデル研究 3)、及び 2023年頭以降ア

ジアで進行した国際拡大の分析研究４)等）を実施し、それぞれプレプリントとして公開している。現

在これらのプレプリントは国際誌にて査読中である。 
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